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様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

１－②を用いること。 
 
学校名 大阪人間科学大学 
設置者名 学校法人 薫英学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間 ･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

人間科学部 

社会福祉学科 
夜 ・

通信 

 14 

 14 13  

医療福祉学科 
夜 ・

通信 
 14 13  

子ども保育学科 
夜 ・

通信 
 14 13  

健康心理学科 
夜 ・

通信 
 14 13  

医療心理学科 
夜 ・

通信 
 14 13  

理学療法学科 
夜 ・

通信 
 14 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
本学ホームページ上のシラバス閲覧システムで公表 

https://web.kun-ei.ac.jp/up/faces/up/co/Com02401A.jsp 

※シラバス照会のキーワード検索で「実務経験」と入力して検索することにより、一

覧表の抽出表示が可能 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

5 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 大阪人間科学大学 

設置者名 学校法人 薫英学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
学園のホームページに掲載 

http://www.kun-ei.ac.jp/outline.html 
 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 会社 顧問 
平成 31 年 3 月 30 日

～令和 4年 3月 29日 

法人の運営及び業

務全般の適正な執

行に係るチェック

機能 

非常勤 会社 社長 
平成 31 年 3 月 30 日

～令和 4年 3月 29日 

法人の運営及び業

務全般の適正な執

行に係るチェック

機能 

（備考）他に学外理事２名 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 大阪人間科学大学 

設置者名 学校法人 薫英学園 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や

基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表している

こと。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画（シラバス）の作成・公表に当たっては、各授業科目の担当教員に対し、毎年

１月に学務情報システムから「科目名」「英文名」「開講時期」「単位数」「授業形態（ア

クティブラーニング）」「担当者」「科目分類」「必修・選択」「研究室・オフィスアワー」

「授業の概要」「到達目標」「評価方法」「テキスト」「参考書」「自学・自習上の注意点」

「留意事項」「各回の講義計画（テーマ、学習項目・課題など、予習・復習のポイント

（最低限必要な時間の目安）」の入力を依頼している。その際、当該年度のカリキュラ

ムマップデータを提示し、各授業科目と本学ディプロマ・ポリシーとの関連性について、

「到達目標」の項目等で明確に示すことや、「予習・復習のポイント」は、できるだけ

具体的な内容を記入するとともに、それぞれに最低限必要な時間の目安を記入すること

としている。また、実務経験のある教員等による授業科目については、その旨記載する

こととしている。 

担当教員が入力した授業計画（シラバス）については、４月に本学ホームページ上のシ

ラバス閲覧システムにより広く公表している。 

授業計画書の公表方法 https://web.kun-ei.ac.jp/up/faces/up/co/Com02401A.jsp 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定してい

ること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

各授業科目においては、授業計画（シラバス）に記載された「評価方法」のとおり、学

修成果の評価を行っている。その際、「試験及び成績評価に関する規程」に則り、以下

の成績評価の基準により評価を行い、評価が「Ｓ」「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｇ」「Ｎ」となっ

た授業科目について単位を授与している。 

評価「Ｓ」→成績「100～90 点」、合否「合格」、基準「授業の到達目標の達成がすぐれ

ていると認められる。」 

評価「Ａ」→成績「89～80点」、合否「合格」、基準「授業の到達目標を達成していると

認められる。」 

評価「Ｂ」→成績「79～70点」、合否「合格」、基準「授業の到達目標を概ね達成してい

ると認められる。」 

評価「Ｃ」→成績「69～60 点」、合否「合格」、基準「授業の到達目標をほぼ達成してい

ると認められる。」 

評価「Ｇ」→成績「実習合格」、合否「合格」、基準「実習合格（実習によっては、Ｓ・

Ａ・Ｂ・Ｃで評価）」 

評価「Ｎ」→成績「認定合格」、合否「合格」 

評価「Ｄ」→成績「59 点～０点」、合否「不合格」、基準「授業の到達目標を達成するに

は努力が必要。」 
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するととも

に、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価においては、ＧＰＡにより客観的な指標を設定している。「試験及び成績評価

に関する規程」に則り、成績評価の基準に対してＧＰを与えることとしており、「Ｓ」

は４、「Ａ」は３、「Ｂ」は２、「Ｃ」は１、「Ｄ」は０とし、その数値の平均により算出

している。（素点で評価されない授業科目についてはＧＰを算出せず、ＧＰＡ対象外と

している。） 

なお、ＧＰＡの計算式は以下のとおりである 

 

Ｓの単位数×４ ＋ Ａの単位数×３ ＋ Ｂの単位数×２ ＋ Ｃの単位数×１ 

         Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの総単位数 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
https://www.ohs.ac.jp/guide/rating.html  

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施してい

ること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業の認定に関する方針については、以下のとおりホームページ上で広く公表してい

る。 

１.社会で活躍・貢献しうる職業人として、人間・社会への幅広い理解を踏まえた専門

的な知識・技術を身に付ける。 

２.自立した自己と他者への寛容さに根ざした、実践的な課題解決能力とコミュニケー

ション能力を身に付ける。 

３.共生社会の実現を目指し、チャレンジ精神を持った豊かな人間性を身に付ける。 

また、卒業の認定に当たっては、本学に４年（学則第 21 条若しくは第 22 条又は第 23

条の規定により、編入学、転入学又は再入学した者にあっては、第 23 条第４項により

定める在学すべき年数）以上在学し、別に定める授業科目を履修し、124 単位以上を修

得した者については、教授会の意見を聴き、学長が卒業を認定している。 

なお、学長は、卒業を認定した者に対して学位記を授与する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.ohs.ac.jp/guide/purpose.html 

https://www.ohs.ac.jp/files/regulations_ohs.pdf  
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の

４－②を用いること。 
学校名 大阪人間科学大学 

設置者名 学校法人 薫英学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.kun-ei.ac.jp/files/taisyaku_h30.pdf 

収支計算書又は損益計算書 
http://www.kun-ei.ac.jp/files/sikin_h30.pdf 

http://www.kun-ei.ac.jp/files/katudoukubun_h30.pdf 

http://www.kun-ei.ac.jp/files/jigyoukatudou_h30.pdf 

財産目録 http://www.kun-ei.ac.jp/files/zaisan_h30.pdf 

事業報告書 http://www.kun-ei.ac.jp/files/jigyouhoukoku_h30.pdf 

監事による監査報告（書） http://www.kun-ei.ac.jp/files/kanji_h30.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.ohs.ac.jp/pdf/guide/ohs_jikohyouka.pdf 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.ohs.ac.jp/pdf/guide/ohs_hyoukahoukokusyo.pdf 
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（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関

する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 人間科学部 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.ohs.ac.jp/guide/purpose.html） 

（概要） 

本学は、高度化複雑化少子高齢化の社会の中での人間の在り方を問い直し、理論科学と実

践科学の統合によって、生活の質的向上の方途を探る新しい人間科学の展開を図り、課題

解決能力と対人サービスの専門知識・技術を持つ人間味豊かな人材を育成して、社会福祉、

医療福祉、子ども保育、健康心理、医療心理、理学療法領域の発展に貢献することを目的

とする。（学則第 1条第 1項） 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.ohs.ac.jp/guide/purpose.html） 

（概要） 

1.社会で活躍・貢献しうる職業人として、人間・社会への幅広い理解を踏まえた専門的な

知識・技術を身に付ける。 

2.自立した自己と他者への寛容さに根ざした、実践的な課題解決能力とコミュニケーショ

ン能力を身に付ける。 

3.共生社会の実現を目指し、チャレンジ精神を持った豊かな人間性を身に付ける。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：https://www.ohs.ac.jp/guide/purpose.html） 

（概要） 

大阪人間科学大学は、「『自立』と『共生』の心を培う人間教育」を教育の理念とし、「人

間性豊かな幅広い知識を持った対人援助の専門職業人」を育成するために、意図をもって

カリキュラムを編成しています。 

1.人間・社会への幅広い理解と、その中で自らの果たすべき役割を認識できるように、人

間科学の学際的特徴を活かした基礎科目を設置している。 

2.対人サービス分野で将来活躍できるように、資格取得に軸をおいた充実した学科専門科

目を設置している。 

3.基礎学力から専門的技術までを着実に身に付けられるように、1-4 年次を通してのゼミ

配置など少人数教育を重視している。 

4.課題解決能力・コミュニケーション能力を身に付けられるように、演習・実習を中心と

した実践的な教育を重視している。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.ohs.ac.jp/guide/purpose.html） 

（概要） 

本学では「建学の精神『敬・信・愛』を継承し、自立と共生の心を培う人間教育を行う」

を教育理念とし、「社会で活躍しうる、人間性豊かな幅広い知識を持った対人援助の専門

職業人の育成を使命とし、実践的な専門知識・技術のみならず、課題解決能力やコミュニ

ケーション能力など、社会人としての基礎力を兼ね備えた人材を育成する。」を教育目標

としています。 これを実現するために、"求める学生像"と"高等学校で身に付けておくこ

とが望ましい素養と履修すべき科目"を公表し、入学後の教育との関連性を十分に踏まえた

選考（テスト、面接等）を行うことにより、受験者の主体的な意欲を重んじつつ能力・適

性を多面的に評価します。 

求める学生像 

1.好奇心が強く、自ら学ぶ意欲と向上心をもっている人 

2.異なる意見にも耳を傾け、豊かな人間関係が作れる人 

3.体験することの重要性を認識し、積極的に社会参加する人 

4.本学で学ぶことを強く希望し、将来、「福祉・介護」「保育・幼児教育」「心理・特別

支援教育」「医療技術・リハビリテーション」などの分野で活躍したいと考えている人 
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高等学校で身に付けておくことが望ましい素養と履修すべき科目 

1.対人援助の専門職を目指す上で必要となるコミュニケーション能力を有していること 

2.上記のコミュニケーション能力の基礎となる語学力（国語力）を有していること 

3.論文・レポート・実習日誌などを作成するための表現力の基礎や、専門書などの文献の

読解力の基礎を身に付けておくことが望ましいので、高等学校での国語全般にわたり、十

分な基礎学力を有していること 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.ohs.ac.jp/guide/composition.html 

 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ ２人 － ２人 

人間科学部 － 35人 20人 ６人 16人 １人 78人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

０人 88人 88人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.ohs.ac.jp/guide/teacher/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並び

に進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人間科学部 500人 474人 94％ 2,000人 1,551人 77％ 0人 ４人 

合計 500人 474人 94％ 2,000人 1,551人 77％ 0人 ４人 

（備考） 

 編入学については欠員の範囲 
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b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人間科学部 
211人 

（100％） 

７人 

（3.3％） 

181人 

（85.8％） 

23人 

（10.9％） 

合計 
211人 

（100％） 

７人 

（3.3％） 

181人 

（85.8％） 

23人 

（10.9％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業計画（シラバス）の作成・公表に当たっては、各授業科目の担当教員に対し、毎年１月に

学務情報システムから「科目名」「英文名」「開講時期」「単位数」「授業形態（アクティブ

ラーニング）」「担当者」「科目分類」「必修・選択」「研究室・オフィスアワー」「授業の

概要」「到達目標」「評価方法」「テキスト」「参考書」「自学・自習上の注意点」「留意事

項」「各回の講義計画（テーマ、学習項目・課題など、予習・復習のポイント（最低限必要な

時間の目安）」の入力を依頼している。その際、当該年度のカリキュラムマップデータを提示

し、各授業科目と本学ディプロマ・ポリシーとの関連性について、「到達目標」の項目等で明

確に示すことや、「予習・復習のポイント」は、できるだけ具体的な内容を記入するとともに、

それぞれに最低限必要な時間の目安を記入することとしている。また、実務経験のある教員等

による授業科目については、その旨記載することとしている。 

担当教員が入力した授業計画（シラバス）については、４月に本学ホームページ上のシラバス

閲覧システムにより広く公表している。 
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⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

各授業科目においては、授業計画（シラバス）に記載された「評価方法」のとおり、学修

成果の評価を行っている。その際、「試験及び成績評価に関する規程」に則り、成績評価

の基準により評価を行い、評価が「Ｓ」「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｇ」「Ｎ」となった授業科

目について単位を授与している。 

また、卒業の認定に当たっては、本学に４年（学則第 21 条若しくは第 22 条又は第 23 条

の規定により、編入学、転入学又は再入学した者にあっては、第 23 条第４項により定め

る在学すべき年数）以上在学し、別に定める授業科目を履修し、124 単位以上を修得した

者については、教授会の意見を聴き、学長が卒業を認定している。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

人間科学部 

社会福祉学科 124単位 有・無 単位 

医療福祉学科 124単位 有・無 単位 

子ども保育学科 124単位 有・無 単位 

健康心理学科 124単位 有・無 単位 

医療心理学科 124単位 有・無 単位 

理学療法学科 124単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.ohs.ac.jp/guide/facility.html 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

人間科 

学部 

社会福祉学科 890,000円 200,000円 200,000円 施設費 

医療福祉学科 

(介護福祉専攻) 
890,000円 200,000円 240,000円 施設費、教育充実費 

医療福祉学科 

(視能訓練専攻) 
950,000円 200,000円 430,000円 施設費、教育充実費 

子ども保育学科 890,000円 200,000円 200,000円 施設費 
健康心理学科 890,000円 200,000円 200,000円 施設費 
医療心理学科 

(臨床発達心理専攻) 
890,000円 200,000円 200,000円 施設費 

医療心理学科 

(言語聴覚専攻) 
950,000円 200,000円 470,000円 施設費、教育充実費 

理学療法学科 1,000,000円 200,000円 550,000円 施設費、教育充実費 
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⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の修学に係る支援に関する取組として、１・２年次はファカルティ アドバイザー（ＦＡ）

制により、ＦＡ教員が個々の学生の生活や大学生活上の問題を一緒に考え、問題解決の途を見

いだしている。３年次以降はゼミ（演習）担当教員が学生の相談相手、指導者となっている。

その他、学習支援室では、日々のレポート課題や授業内容の予習復習、学習計画の立て方など

スタッフが一緒に考え、解決に向けてサポートをしている。更にスチューデント・アシスタン

ト（ＳＡ）制度により、先輩学生が大学生活に関する不安をかかえた学生に対して、情報提供

や助言などのサポートを行っている。 

また、障がい等のある学生に対しても、安心して修学に取り組めるよう、学生支援センターを

中心に必要に応じて合理的な配慮を提供するためのサポートを行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の進路選択に係る支援に関する取組として、キャリアセンター課を中心に４年後を見据え

た段階的なキャリアサポートを行っている。学生の目標を明確にするためキャリアポートフォ

リオや、キャリアセンター課での個別面談の実施、学内外のインターンシップ先紹介など、学

生の希望に応じたサポートを教員とキャリアセンター課とで行っている。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生の心身の健康等に係る支援に関する取組として、保健室を設置し、学生が心身ともに健康

で安全な学生生活を支援するために、定期健康診断や健康相談、急病やケガの応急処置を行っ

ている。また、学生相談室を設置し、学生生活を送るなかで一人で考えていても解決が難しい

事柄について、相談員が一緒に考え、解決に向けてサポートを行っている。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.ohs.ac.jp/guide/information.html 

 


